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1ヶ月 500円
月毎に郵送いたします。
詳細は上記連絡先まで

「
自
立
」
と
「
協
力
」
の
も
と
に
集
え

ク
リ
ト
リ
ス
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
る
！

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー

『
抹
消
さ
れ
た
快
楽
　
ク
リ
ト
リ
ス
と
思
考
』
よ
り
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成
さ
れ
た
『
み
み
ず
く
の
会
』
所
属
の
し
ぎ
氏
で

あ
っ
た
。
後
半
か
ら
は
、
観
客
と
し
て
参
加
し
て

い
た
『
ぬ
か
る
み
派
』
編
集
担
当
の
小
川
紘
輝
氏

も
登
壇
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
代
か
ら
の
文
芸•

批
評
界
隈
の
同

人
出
版
の
中
心
人
物
の
紹
介
と
そ
の
主
な
流
れ
に

つ
い
て
、
沖
鳥
氏
が
放
談
を
交
え
な
が
ら
語
っ
て

い
た
。

インディーズ出版の趨勢を語る

地
方
在
住
の
筆
者
に
と
っ
て
ス
マ
ホ
の
液
晶
画
面
の

向
こ
う
の
出
来
事
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
同
人
出
版

界
隈
が
、
血
の
通
っ
た
人
間
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
今
も
な
お
蠢
い
て
い
る
こ
と
が
今
回
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
で
如
実
に
理
解
で
き
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
中
、
沖
鳥
氏
は
物
を
書
く
こ
と
に
つ
い

て
「
宛
名
の
な
い
手
紙
を
書
く
よ
う
な
も
の
」
と
述

名古屋 BiblioManiaトークイベント 参加ルポ
七
月
二
十
七
日
に
名
古
屋
・
栄
の
書
店
・BiblioM

ania

で

開
催
さ
れ
た
『
今
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
出
版
は
？
〜
名
古
屋
・
東
京
・

大
阪
〜
』
に
参
加
し
た
。
登
壇
者
は
、
文
芸
系
の
同
人
出
版
を

手
掛
け
る
『
メ
ル
キ
ド
出
版
』
主
宰
の
沖
鳥
灯
（
お
き
ど
り
・

あ
か
し
）
氏
と
愛
知
淑
徳
大
学
の
文
芸
関
係O

B

に
よ
っ
て
構

に
始
ま
り
、
学
生
批
評
界
隈
で
の
「
青
春
ヘ
ラ
」

ブ
ー
ム
、「
感
傷
マ
ゾ
研
究
会
」、「
負
け
ヒ
ロ
イ

ン
研
究
会
」、
ま
た
「
だ
め
ラ
イ
フ
愛
好
会
」
へ

の
流
れ
と
、外
山
恒
一
に
よ
る
「
教
養
強
化
合
宿
」

の
影
響
関
係
に
つ
い
て
饒
舌
に
語
っ
て
い
た
場
面

が
印
象
に
残
っ
た
。

　
特
に
、
批
評
界
隈
の
一

部
で
注
目
を
集
め
た
『
学

生
の
あ
い
だ
で
「
批
評
」

が
人
気
な
理
由
を
聞
い
て

み
た(

ペ
シ
ミ
×
キ
ュ
ア

ロ
対
談)

』
中
の
「
学
生

批
評
マ
ッ
プ
」
を
見
な
が

ら
「
ゼ
ロ
年
代
研
究
会
」

　
ま
た
、
独
自
の
サ
イ
ト
で
記
事
を
発
表
す
る

週
末
批
評
、W

eb

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「note

」

上
で
活
動
す
るanon press

、
動
画
上
で
制
作

過
程
を
公
開
す
るTERECO

な
ど
、
二
〇
二
〇

年
代
的
と
も
言
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
た
昨
今
の
同
人
出
版
シ
ー
ン
の
動
き
も
新
鮮
に

感
じ
た
。

　
小
林
秀
雄
か
ら
江
藤
淳
、
柄
谷
行
人
、
浅
田
彰

な
ど
と
続
い
た
戦
後
批
評
の
潮
流
は
東
浩
紀
で
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
東

浩
紀
を
は
じ
め
と
す
る
先
達
か
ら
有
象
無
象
の

「
誤
配
」
と
も
言
え
る
影
響
を
受
け
た
人
々
が
今

活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。何
よ
り
、

べ
て
い
た
。
各
々
の
生
活
や
仕
事
な
ど
は
あ
れ
ど
、「
そ

れ
で
も
な
お
」
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を

今
後
も
読
み
、機
会
が
あ
れ
ば
コ
ミ
ケ
や
文
学
フ
リ
マ（
文

フ
リ
）
に
足
を
運
び
、
自
分
も
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル

に
な
る
の
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
「
書

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
も
の
を
書
い
て
み
た
い

と
感
じ
た
。（
文
：
マ
グ
ロ
ノ
サ
シ
ミ
）

ハマス最高幹部ハニーヤ氏
イラン首都　テヘランで殺害

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
最
高
指
導
者
イ
ス

マ
ー
イ
ー
ル
・
ハ
ニ
ー
ヤ
氏
が
七
月
三
一
日
、
イ

ラ
ン
首
都
の
テ
ヘ
ラ
ン
で
殺
害
さ
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
当
局
や
メ
デ
ィ
ア
は
、
同
氏
は
滞
在
中
の
宿

泊
施
設
に
二
ヶ
月
前
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
爆
弾

の
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
と
報
じ
て
い

る
。
一
方
で
、
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
は
三
日
、

「
お
よ
そ
七
キ
ロ
の
弾
頭
を
積
ん
だ
短
距
離
の
飛

翔
体
」
に
よ
る
攻
撃
だ
と
発
表
す
る
な
ど
、
情
報

が
錯
綜
し
て
い
る
。

　
現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
（
パ
レ
ス
チ
ナ

国
）
は
、
一
九
九
三
年
の
オ
ス
ロ
合
意
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初
は
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
率

い
る
フ
ァ
タ
ハ
が
多
数
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
汚
職
な
ど
の
影
響
か
ら
フ
ァ
タ
ハ
は
支

持
を
失
い
、
二
〇
〇
六
年
の
総
選
挙
で
は
ハ
マ
ス

が
第
一
党
と
な
る
。
殺
害
さ
れ
た
ハ
ニ
ー
ヤ
氏
は

そ
の
頃
首
相
に
就
任
、
以
来
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
氏
の

後
任
と
な
っ
た
フ
ァ
タ
ハ
の
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領

と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
六
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が

捕
虜
一
名
の
救
出
の
た
め
、
ガ
ザ

地
区
に
侵
攻
。
ガ
ザ
地
区
で
は
、

侵
攻
を
招
い
た
と
し
て
ハ
マ
ス
の

支
持
率
が
低
下
す
る
。
二
〇
〇
七

年
に
は
ハ
マ
ス
が
ガ
ザ
地
区
を
武

力
制
圧
し
、
以
来
、
ガ
ザ
地
区
は

ハ
マ
ス
が
実
効
支
配
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
を
統
治
す
る
フ
ァ
タ
ハ
と
の
二
重
権
力
状
態

解
消
の
た
め
に
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
の
間
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
度
々
ガ
ザ

地
区
へ
と
侵
攻
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

二
〇
二
三
年
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
大
規

模
侵
攻
に
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
問
題
視
し

て
き
た
の
は
ハ
マ
ス
実
効
支
配
地
域
だ
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
ハ
マ
ス
最
高

幹
部
の
殺
害
の
成
功
に
よ
っ
て
、
ハ
マ
ス
の
殲

滅
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
大
義
名
分
は
大
き

く
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
し
か
し

な
が
ら
現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
ハ
マ
ス
の
支

持
は
厚
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
不
安
は
解
消
さ
れ

な
い
ま
ま
。
今
後
も
侵
攻
は
続
く
だ
ろ
う
。

　
米
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア

「
ア
ク
シ
オ

ス
」
は
、
本

事
件
を
受

け
、
イ
ラ
ン

が
早
け
れ
ば

四
八
時
間
以

内
に
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
と
報

復
を
行
う
可

能
性
が
あ
る
と
伝
え
た
。
戦
局
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
核
兵
器
使
用
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も
注
意

深
く
見
て
い
き
た
い
。（
文
：
仁
科
夏
瑚
）

▲アングラ特殊書店で行われた

▲ 20 年からの系譜が収められた会場スライドの様子

▲現地民が多く参加したハニーヤ氏葬儀


